
学校外の学習機会を利用することは、中学

生にとってごくありふれた行動になって久し

い。現在、さまざまな学習機会が提供されて

いるが、小学生とは違って中学生の塾通いは

学習塾に一元化される傾向が強い。ここでは、

学習塾、予備校、通信教育、家庭学習教材な

ど主な学習機会の利用状況を概観してみる。

まず、放課後や日曜日に学習塾や予備校に

通っている中学生の割合について眺める（図

１－１－８）。「行っている」という中学生は

全体の４３．５％を数えている。もっとも多いの

が、「２日」で５６．６％に達している。これに、

「３日」（２０．３％）と「１日」（１４．５％）が 続

き、通塾者の９割以上は「１日～３日」の塾

通いをしていることになる（図１－１－９）。

通塾率そのものも第２回調査より４ポイン

ト低下し、第１回調査と同程度だった（図１

－１－８）。加えて、「４日以上」の通塾者の

割合も、第１回調査１２．３％→第２回調査９．４％

→第３回調査７．７％と漸減傾向を示している

（図１－１－９）。構造的な不況によって教育

費の切り詰めを余儀なくされているのかもし

れない。なお、通塾率や通塾日数に目立った

男女差はない。

それでは、学習塾のタイプについてはどう

か。ここでは、「学校の勉強がわかるように

なるための補習塾」「高校を受験するための

進学塾」「その他」の３つのタイプを設定し、

各中学生の通っている学習塾や予備校につい

て回答してもらった。全体としては、「補習

塾」が３分の２を占め、これに「進学塾」が

２３．９％で続いている（図１－１－１０）。第２

回調査で強まった補習塾志向がさらに強まる

ことはなかったようである。

さらに、「個別指導の塾かどうか」につい

て眺めてみる。全体としては、「１クラスに

１人」の個別指導の塾に通っている中学生は、

１４．７％を数えている。また、「１クラスに２

～４人」も１８．５％となっており、全体に少人

数指導が一定程度普及している（図１－１－

１１）。と同時に、塾による学習条件の違いも

決して小さくないと推測される。

３．学校外の学習機会

�学習塾・予備校の利用
通塾率は４３．５％で、第２回調査より４ポイント低下し第１回調査並みになっ
た。「４日以上」通塾する割合は漸減傾向。「補習塾」が全体の３分の２を占
め、「１クラスに１人」の個別指導塾に通う中学生は１４．７％であり、少人数
指導が普及しつつある。

Ｑ あなたは今、放課後や日曜日に、学習塾や予備校へ行っていま

すか（そろばん、習字などの塾は除きます。「公文」のような

自習教室は含めます）。

［行っている人にうかがいます］
●週に何日行っていますか。
●あなたの行っているのは、どんな学習塾（予備校）ですか。
●あなたが行っている学習塾（予備校）は１クラス何人ですか。
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図１－１－８　学習塾・予備校の利用（時系列）�

注）（　）内はサンプル数。�
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図１－１－９　通塾日数（時系列）�
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注）（　）内はサンプル数。�
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図１－１－１０　学習塾のタイプ（時系列）�

注）（　）内はサンプル数。�

６７．５� ２３．９� ７．４�

６９．４� ５．８�
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第１回（１１６５）�

第２回（１３０９）�

第３回（１０８８）�

３．１�
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１４．７�

２～４人�
１８．５�

５人以上�
６４．３�

無答・不明�
２．５�

図１－１－１１　学習塾の指導人数�

注１）１クラスあたりの指導人数。�
注２）第３回のみの質問項目。�
注３）サンプル数は１０８８人。�

（％）�
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中学生は、さまざまな学習機会をどのよう

に利用しているのか。６つの項目を設けて尋

ねてみた（表１－１－１１）。

もっとも高い利用率を示したのは、「『進研

ゼミ』のような通信教育」で２４．８％に達して

いる。これに、「塾や予備校の夏期講習（今

年の夏休み）」が続き、２２．１％が受講予定だ

という。以下、「宅配の家庭学習教材」（９．４％）、

「家庭教師」（７．６％）は、１０％未満にとどま

る。「学校が行う夏期補習授業（今年の夏休

み）」（１．９％）や「学校が行う補習授業（朝

や放課後）」（１．５％）の利用者はきわめて少

数である。

これらの利用状況を時系列でみると、全体

に利用率が低下する傾向がある。第２回・第

３回調査と一貫して減少したのは、「学校が

行う夏期補習授業（今年の夏休み）」と「宅

配の家庭学習教材」である。この１０余年で前

者は４分の１以下に、後者は半分にそれぞれ

大幅な低下を示している。第２回調査で大幅

な増加をみせた「『進研ゼミ』のような通信

教育」もおよそ４ポイント減となっている。

�諸学習機会の利用
「『進研ゼミ』のような通信教育」がもっとも高い利用率である。全体に利用
率が低下傾向にあり、特に「学校が行う夏期補習授業（今年の夏休み）」の
利用率は１０余年で４分の１と大幅に低下している。

表１－１－１１ 諸学習機会の利用（時系列）

注１）複数回答。
注２） は該当項目なし。
注３）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

第１回（２５４４） 第２回（２７５５） 第３回（２５０３）

「進研ゼミ」のような通信教育 ２０．５ ２８．７ ２４．８

塾や予備校の夏期講習（今年の夏休み） ２４．０ ２３．６ ２２．１

宅配の家庭学習教材 １９．１ １２．１ ９．４

家庭教師 ７．４ ７．０ ７．６

学校が行う夏期補習授業（今年の夏休み） ８．５ ３．４ １．９

学校が行う補習授業（朝や放課後） １．９ １．５

あなたは次のようなことをしていますか。

（％）
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